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北米ミレニアル世代の調査結果サマリ

北米のミレニアル世代は、

 健康志向が強く、「体験」を重視。今後の購買力の増加が見込める上、情報発信力も高い
(ターゲット)

 アジア系を中心に日本産緑茶の味・香り・健康効果は高く評価しており、特に抹茶を好む
(商品／価格)

 自宅消費に加え、高い外食傾向にあるため、外食需要にも期待できる(機会)

ターゲット

•健康志向が強く、今後の購買力の高まりが見込まれる上、他世代への影響力が強い世代。大手飲
料メーカーをはじめ多くの食品事業者がターゲットに設定

•現地のカフェ・小売・レストランへのヒアリングにおいても、ミレニアル世代が日本産緑茶のターゲットとして
有望であるとの意見で共通。特に緑茶のリピーター層は高品質・高価格商品を求める

商品/
価格

機会

•緑茶購入時に重視する基準は、健康効果を含めた品質、味、価格の順。ただし、白人系は「苦味」
の強い緑茶を好まない傾向

•食品が健康的か、自然に近いものかどうかの観点を重視するが、価格感度は高い

•緑茶飲用シーンは、自宅消費が基本だが、日本食レストラン(寿司・ラーメン等)・緑茶を提供するカ
フェの利用頻度も高い

•ロサンゼルスにはミレニアル世代が集積している上、食品の品質に拘る層が多く有望との声
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北米におけるプロモーション戦略

【アジア系】

• 緑茶ティーバッグ・パウダー(特に抹茶入り)の販売促進

• 日系・アジア系小売/健康食品を扱う現地食料雑貨店において、競合産品(中国産/
台湾産)と1.5倍以内の価格差の商品を流通(健康効果を含めた高品質を訴求)

【白人系】

• 緑茶の苦味が苦手な層を意識して、「抹茶ラテ・抹茶菓子」等を通じた緑茶消費推進

• ハイエンドなカフェ・日本食レストランでの消費に加え、自宅での「抹茶ラテ・抹茶菓子」
等の作り方を普及

【プロモーション手法】

• デジタルメディアとの親和性が高く、「体験」を重視する“ミレニアル世代”に対しては、現
地での試飲等のイベントに加え、SNSを通じて緑茶(抹茶)文化・楽しみ方を発信

• ハイエンドなカフェ・日本食レストランのオーナー・シェフに対して、製造工程含む日本産
緑茶の説明・作り方紹介(抹茶ラテ・抹茶菓子含む)・試飲等のイベントを実施

ターゲット
• 北米ミレニアル世代の内、健康志向の高い中間層以上

 現状の緑茶の主たる消費者であるアジア系が主なターゲットとなるが、人口割合を考慮すると白人系も
ターゲットに含めることが妥当

選定理由

• 健康志向が高く、緑茶需要が伸長

• 購買力が増加しており、今後の北米の消費活動を牽引

• 情報発信力が大きく、波及効果が期待

プロモーション
戦略
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米国人口の約24％を占めるミレニアル世代(18歳-36歳)は、デジタル環境下で生まれ
育っており、従来の世代とは異なる価値観を有する。「高学歴化」・「忙しいライフスタイ
ル」を背景に健康志向が高い点が最大の特徴。

ミレニアル世代の概要

米国全人口：約3億2000万人

ミレニアル世代
(18歳ー36歳)

7700万人(24％)

• 18歳から36歳までの年齢層を「ミ
レニアル世代」と定義(Nielsen)

• デジタル機器やインターネットが普
及した環境に生まれ育った最初の
世代で、SNSなどを利用した情報
の収集・発信を得意とする

• 購買力は、2020 年までに年間 1
兆4,000億ドル規模までに拡大
し、米国全体消費の3割を占める
見込

• 人種構成としては、白人系(約65%)・ヒスパニック系
(約15%)が占める割合が高く、アジア系は約5%

• 従来の世代より都市部の居住傾向が強く、Austin・
Salt Lake City・LA等での人口割合が高い

• 従来の世代と比較して結婚率が低く、高学歴化が進
んでいる点が特徴。旅行・エンターテイメントといった「体
験」への支出割合も高い

ライフスタイルで重視する要素

0%

1.10%

2.75%

4.40%

10.99%

16.48%
64.29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

Social trends

Celebrity role model

Beautiful skins

Green lifestyle

Weight loss

Fitness

Healthy choice

• 高学歴化が進み、健康を保つことの重要性を理解する
傾向が強く、健康的なライフスタイルを志向

• ロールモデルとしては、Miranda Kerrをはじめ、「Fit 
and healthy」をコンセプトとする女性モデルが代表的

• 自然食品、有機食品を購入する傾向が強く、グルテン
フリー食品も好まれる

出所：Webアンケート、現地調査、文献調査
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他の世代と比較して外食傾向が高く、日本食(寿司・ラーメン)の人気も高い。「味の良
さ」・「健康効果を含めた高品質(低糖・低カロリー等)」・「リーズナブルな価格」が食品購
入時に重視する要素。

食に関する嗜好性

好まれる料理ジャンル

• 忙しいライフスタイルを送る層も多く、従来の世代より外
食傾向が高まっている(レストラン・カフェ)が一般的

ファストフード利用率は17.1%に留まっており、
中間層以上を中心に健康志向の高さが伺える

• イタリアンが最も好まれ(54.7%)、日本食(50.6%)・
現地食(48.8%)がそれに次ぐ人気を得ている

n=170

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

American

French

Italian

Chinese

Korean

Japanese

出所：Webアンケート、現地調査、文献調査

味の良さ

健康効果を
含めた高品質
(低糖・低カロリー等)

リーズナブルな
価格

食品購入時に重視する要素

•加工食品に関する米国市場アンケート結果によると、
品目(菓子・飲料等)を問わず、「味の良さ」が食品選
択の上で最も重視する要素として共通

•健康志向が高いため、健康効果を含めた品質の良さ
を重視するケースが多い

•アンケート結果によると、ミレニアル世代の回答者の
88%が、飲料購入時に砂糖の量を控えることを意識
しているとの回答

•アンケート結果によると、「低価格」を重視する消費者
も多く、健康志向であっても、高価格な“プレミアム”食
品に関するニーズは限定的との指摘

 高学歴化に伴う学生ローンの負担等もあ
り、経済的な困難を抱えているミレニアル世
代も多数存在
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水・コーヒーに次いで緑茶が飲用されており、日本産緑茶の飲用経験は約4割で抹茶の
認知度が高い。スーパーマーケットで購入して、「味を楽しむ/健康」目的で自宅で飲用
することが基本。

緑茶に関する消費実態・嗜好性(1/2)

86%

63%

56%

42%

41%

水

コーヒー

緑茶

紅茶

ジュース

43%

38%

26%

9%

6%

抹茶

特になし

煎茶

ほうじ茶

玉露

21%

16%

15%

14%

13%

自宅

日本食チェーン店

喫茶店・コーヒーショップ

高級日本食レストラン
・ホテル

職場

23%

12%

9%

5%

4%

スーパーマーケット

お茶専門店

日本土産

ギフト

オンラインショップ

28%

24%

22%

15%

13%

味を楽しむため

健康のため

香りを楽しむため

リラックスのため

リフレッシュのため

72%

49%

45%

32%

28%

健康的

味が良い

香りが良い

色が良い

文化的に興味深い

よく飲む飲み物 知っている緑茶の種類 日本産緑茶の購入場所 日本産緑茶の飲用理由

日本産緑茶の飲用経験 日本産緑茶の飲用場所 日本産緑茶のイメージ 好む商品形態

•44%が日本産緑茶の
飲用経験あり

•月1回程度またはそれ
以下の飲用頻度が基
本だが、38%は週1回
以上飲用

•ティーバッグが39%で最
も好まれる

•茶葉が25%で続く

出所：日本茶輸出促進協議会調査結果
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「健康効果を含めた品質」・「価格」・「味」が緑茶購入時に重視する要素であり、日本産
緑茶の品質については高く評価されている。

緑茶に関する消費実態・嗜好性(2/2)

2.30%

0.00%

1.15%

19.54%

18.97%

37.93%

20.69%
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その他

A specific brand
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Taste

Quality

Price

10.56%

5.00%

59.44%

41.67%

12.78%

26.67%

51.67%

14.44%

15.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

Aftertaste

Quality 
(Good Health Benefits)

Refreshing effects

Texture

Color

Flavor

Taste (sweetness)

Taste (bitterness)

緑茶購入時に重視する要素 日本産緑茶で評価する要素

• 緑茶購入時の基準としては、品質が最優先であり、価
格・健康効果・味がそれに続く

• 日本産緑茶に関しては、健康効果を含む品質を評価
する割合が高く、香りやリフレッシュ効果も好まれてい
る。

出所：Webアンケート
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日系小売・日本食レストランでは大手メーカー製のティーバッグ中心に日本産緑茶が流
通しており、現地日本人・アジア系住民が主な顧客層。カフェにおける、抹茶・抹茶ラテの
人気も高く、ミレニアル世代の潜在需要は高く評価されている。

現地視察・事業者ヒアリング結果

カフェ

小売

レストラン

主な日本産緑茶商品

• 抹茶・抹茶ラテ

• 煎茶・玉露

• 大手メーカー製(日本産
/現地産)のティーバッグ・
茶葉・抹茶パウダー

• 大手メーカー製
(日本産/現地産)の
ティーバッグ・ボトル

緑茶ニーズ・ミレニアル世代に関する市場性

• 健康志向が高いミレニアル世代が顧客層の中心である店舗が多く、日本産緑茶、特
に抹茶の健康効果に対する評価が高い

 ただし、白人系を中心に、全体としては抹茶ラテのような砂糖・ミルクが入った
商品の人気が高い

 抹茶に関しては、クッキー・カップケーキ等での利用も有望

• ミレニアル世代の潜在市場を評価しており、味・品質・健康効果・香りの訴求が有効

• 日本食レストランを中心に、緑茶ティーバッグ(日本産/現地産)を用いて緑茶を提供
している事業者が多い。有機宇治抹茶を提供する店舗も存在

• 一部には無料で緑茶が提供される店舗もあるが、多くの店舗では有料で緑茶が提供

• 日本産緑茶は日系スーパーを中心に一部のアジア系スーパーを含めて、ティーバッグ・
抹茶パウダーを中心に取扱いが見られる

 現地日本人・アジア系住民が主な顧客層

 ミレニアル世代の市場有望性を現地ヒアリングで確認

• 緑茶をリピート購入する層は品質を重視して、高価格の商品を購入する傾向が強い

出所：現地調査
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背景・目的

• 2016年上期にカナダ向け茶輸出額の減少が見られれたため、減少要因の分析
を主目的として、北米市場の緑茶流通・消費実態調査に着手

• カナダ向け輸出額減少に関しては、カナダの大手カフェチェーン「David’s」がアメリ
カ企業に買収された点を含めて、アメリカ経由での輸出が増加したことが主要因で
ある可能性が高く、現地での緑茶需要は堅調であることを確認

• 特に、北米の緑茶市場では「ミレニアル世代」(18-36歳)の需要が伸長してお
り、北米市場における持続的な輸出拡大を目指す上で有望なターゲットであるこ
とを確認

背景

• 北米における「ミレニアル世代」の属性・行動特性・緑茶に関する嗜好性を追加
調査し、日本産緑茶のブランディング・プロモーションの検討に向けた示唆を得るこ
とで、日本産緑茶の主要輸出先である北米市場における持続的な輸出拡大に
貢献する

目的
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米国人口の約24％を占めるミレニアル世代(18歳-36歳)は、白人系・ヒスパニック系
の人種割合が高く、都市部の居住傾向が強い。デジタル環境下で生まれ育っており、従
来の世代とは異なる価値観を有する。

“ミレニアル世代”に関する基礎情報(1/2)

人
種
構
成

米国全人口：約3億2000万人

ミレニアル世代
(18歳ー36歳)

7700万人(24％)

• 18歳から36歳までの年齢層を「ミレニアル世代」
と定義(Nielsen)

• デジタル機器やインターネットが普及した環境に生
まれ育った最初の世代で、SNSなどを利用した情
報の収集・発信を得意とする

• 従来の「定職・家・結婚・子供」のパターンが当て
はまらない

• ミレニアル世代の購買力は、2020 年までに年間
1兆4,000億ドル規模までに拡大し、米国全体
の消費の3割を占める見込(弊社調査)

居
住
地

14%

19%

5%
61%

1%

11%

13%

5%

70%

1%

黒人系

ヒスパニック系

アジア系

白人系

その他

18歳ー29歳 30歳ー36歳

1. Austin ,TX (120)
2. Salt Lake City, UT (117)
3. Los Angeles, CA (117)
4. Denver, CO (109)
5. Washington, D.C (109)
6. Houston, TX (108)
7. Las Vegas, NV (108)
8. San Francisco, CA (107)
9. Dallas-Ft, Worth, TX (106)

※数値は人口集積度合の目安

• 54％のミレニアル世代は
都市郊外、32％は都市
中心部に居住しており、
他の世代よりも都市部に
居住する傾向が強い
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従来の世代と比較して結婚率が低く、高学歴化が進んでいる点が特徴。旅行・エンター
テイメントといった「体験」への支出割合も高い。

“ミレニアル世代”に関する基礎情報(2/2)

結婚率の
低さ

高学歴化

• ミレニアル世代の結婚率は21％に留まっており、ベビーブーマー世代(52-
70歳)の同年齢時の結婚率42％と比較して低い

収入・
支出傾向

21%

結婚率

23%

Bachelor‘s degree 保有率

• 約４人に１人がBachelor‘s degreeを保有しており、最も学歴の高い
世代となっている

 ただし、学費負担等による経済的困難を抱える層も多い

平均年収($)

25K

48K

18歳ー27歳 27歳ー36歳

• ミレニアル世代の内、若い世代(18歳ー27歳)の平均年収は25,000ド
ル、上の世代(27歳ー36歳)の平均年収は48,000ドル

• 他の世代と比較して、「体験」(旅行・エンターテイメント・外食等)に支出
する傾向が強い

 「モノ」(例：自動車)の保有に拘りを持たない点が指摘
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「高学歴化」・「忙しいライフスタイル」を背景に健康志向が高い点が最大の特徴。多様
なメディア・テクノロジーを用いて、健康の実現に向けた情報収集を実施。

健康志向の高まり

ライフスタイルで重視する要素

0%

1.10%

2.75%

4.40%

10.99%

16.48%
64.29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

Social trends

Celebrity role model

Beautiful skins

Green lifestyle

Weight loss

Fitness

Healthy choice

• 高学歴化が進み、健康を保つことの重要性を理解する
傾向が強く、健康志向・自然志向が特徴

ミレニアル世代の忙しいライフスタイルが健康志向
に拍車をかけている

• Webアンケート結果では、Healthy choiceを重視す
る割合が64.29%に上った

健康を保つための行動特性

• 自然食品、有機食品を購入する傾向が強く、グルテンフ
リー食品も好まれる

ミレニアル世代のグルテンフリー食品購入率は
42%、ベビーブーマー世代は29%(2015)

• 多様なメディア・テクノロジーを用いて、健康の実現に向け
た情報収集を行う点も特徴

約75%のミレニアル世代がSNS上にプロフィールを
保有しており、影響力のあるブロガー・知人等から
食品に関する情報を得るケースも多い
(Pew Research)

• 健康を保つために、エクササイズを日常的に行う層も多い

54%のミレニアル世代が、直近24時間以内にエ
クササイズを行ったとの調査結果あり

出所：Webアンケート、現地調査、文献調査
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“ミレニアル世代”の好むブランド・ロールモデル

• Nikeが最も好まれるブランドであり、ミレニアル世代のエ
クササイズ需要の喚起・取り込みに成功している

アクティブウェア及びシューズブランドとして確立

フィットネスは健康的な食事と関連しており、ミレニ
アル世代が非常に健康に注意を払っていることを
示唆している

Nike社のプロモーション事例

• ビクトリアシークレット初のオーストラリアモデル

• モデルとして活躍する前に、栄養と健康心理学を
学んでおり、自身のブランドである「KORA 
Organics」を立上、自己啓発本「Treasure 
Yourself」を執筆

• 世界中の女性が、「身体を養う」・「ユニークな美
しさを取り入れる」・「有機スキンケアを使うことの
利点を理解する」ことを目的として活動

• Gigi Hadid、 Kendall Jennerはアメリカの女
性ファッションモデル

• Gigiは米誌「Forbes」が発表した「世界で最も
稼ぐモデル」ランキングで５位にランクイン。ジムで
のボクササイズ・ワークアウトを続けている

• Kendallは体型を保つために1日12杯のデトック
ス茶を飲む」・「食事はサラダだけ」という過激ダイ
エットをしているとも伝えられている

• Jestina CampbellはオーストラリアのTVプレゼ
ンター・モデル

• 自身の執筆本「Live a Beautiful Life」では、
お気に入りのレシピや最高のエクササイズ計画、
最高の美しさのためのヒントを紹介

 「食と健康により、美しい人生を送ること
ができる」

Miranda Kerr

Miranda Kerr Official Site, http://www.mirandakerr.com/
Entertainment News, http://www.eonline.com/photos/6/the-big-picture/718613
Instagram, https://www.instagram.com/jesinta_franklin/

Gigi and Kendall

Jestina Campbell

ミレニアル世代のロールモデル例

「Fit and heathy」をコンセプトとする女性モデル

http://www.mirandakerr.com/
http://www.eonline.com/photos/6/the-big-picture/718613
https://www.instagram.com/jesinta_franklin/
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外食傾向が比較的高く、レストラン・カフェの利用頻度が高い一方、中間層以上を中心
にファストフード利用率は低い。食材としては、野菜・鶏肉が好まれる。

食に関する嗜好性(外食全般)

n=177

好む食材分類利用の多い外食店舗分類

• 忙しいライフスタイルを送る層も多く、従来の世代より外
食傾向が高まっている

• 利用の多い外食店舗としては、レストラン(89.8%)・カ
フェ(43.5%)が一般的

• ファストフードの利用率は17.1%に留まっており、中間
層以上を中心に健康志向の高さが伺える

•好む食材としては、野菜(59.8%)・鶏肉(56.3%)・水
産物(48.9%)の順

•牛肉は42.5%、豚肉は22.4%に留まっており、食材の
観点からも健康志向を裏付ける結果となっている

n=176

出所：Webアンケート

0% 20% 40% 60% 80% 100%

street food stalls

fast food

food court

bakery

café

restaurant

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

Noodle

Vegetables

Bread

Rice

Fish

Chicken

Pork

Beef
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料理ジャンルとしては、イタリアンが最も好まれているが、日本食の人気も高い。特に、寿
司・ラーメン・味噌汁がミレニアル世代に好まれている。

食に関する嗜好性(外食全般)

0 10 20 30 40 50

寿司

ラーメン

味噌汁

天ぷら

刺身

枝豆

しゃぶしゃぶ

焼き鳥

とんかつ

すき焼き

西京焼き

その他

好きな日本食メニュー

出所：Webアンケート

好まれる料理ジャンル

• イタリアンが最も好まれ(54.7%)、日本食(50.6%)・
現地食(48.8%)がそれに次ぐ人気を得ている

n=170

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

American

French

Italian

Chinese

Korean

Japanese
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アメリカにおいて、日本食は比較的定期的に消費されており、消費シーンは家庭にも広
がっている。また、健康面のメリットよりも、料理としての美味しさが主な消費動機。

食に関する嗜好性(日本食消費実態)

出所：Webアンケート

38%

37%

26%
味付けが好みだから

食材が好みだから

健康に良いから

消費動機
(回答数：49)

• “健康に良いから”という回答は26％にとどまっ
ており、味付けや食材を好むという回答が多く
見られた

主な
消費機会
(回答数：49)

• 消費機会として、外食が最多であるが、自宅
や友人宅等、家庭での消費も比較的多い

• “日本食を食べない”と答えた人はいなかった66%
20%

14%
外食

自宅

友人・知人宅

消費頻度※

(回答数：49)

• 月1回以上だが週1回未満という回答が最多
であるが、次いで、週1回という回答が多く、比
較的定期的に消費されていることが伺える

26% 66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週2回以上 週1回 月1回以上 月1回未満

※)日本食を食べると答えた人のみに質問
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「味の良さ」・「健康効果を含めた高品質(低糖・低カロリー等)」・「リーズナブルな価格」
が食品購入時に重視する要素。

食品に関して重視する要素

重視する要素

味の良さ
•加工食品に関する米国市場アンケート結果によると、品目(菓子・飲料等)を問
わず、「味の良さ」が食品選択の上で最も重視する要素として共通

健康効果を
含めた高品質

(低糖・低カロリー等)

•健康志向が高いため、健康効果を含めた品質の良さを重視するケース
が多い

•アンケート結果によると、ミレニアル世代の回答者の88%が、飲料購入
時に砂糖の量を控えることを意識しているとの回答

 コカコーラ社はミレニアル世代をターゲットとして、ローカロリーの
「コカコーラライフ」を販売(次頁参照)

リーズナブルな
価格

•アンケート結果によると、「低価格」を重視する消費者も多く、健康志向であって
も、高価格な“プレミアム”食品に関するニーズは限定的との指摘

 高学歴化に伴う学生ローンの負担等もあり、経済的な困難さを抱えて
いるミレニアル世代も多数存在

出所：Webアンケート、現地調査、文献調査

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Other 

GMO

Caffein

Salt

Sugar

Nothing

摂取を控えている成分
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過去にも健康志向に合わせカロリーオフ製品を販売してきたが、近年ではミレニアル世代
が求める自然派という新たなライフスタイルに合う製品の開発・販売を進めている。

《参考》 コカコーラ社のプロモーション事例

• 過去にも、コカ・コーラ社は糖尿病や動脈硬化等の生
活習慣病や肥満を気にする消費者をターゲットに人口
甘味料等を用いたカロリーオフ製品を開発・販売

日本では見ない製品も含めカロリーオフの製品は
過去にも数多く開発・販売

• グリーンスムージーが流行するなど自然派志向の生活
を好むミレニアル世代をターゲットに、カロリーを押さえつ
つ、植物由来の甘味料を使用した飲料として「コカ・
コーラ ライフ」を開発
まず、北米・中南米・ヨーロッパ各国で人気となり、
2015年3月に日本でも販売開始

• 一部報道によると、同社は社会的な潮流になりつつあ
る砂糖税問題や不安定な砂糖価格なども考慮し、砂
糖の使用量を下げることも検討しているとされる

パッケージを緑色にし、自然派を強調
広告塔には健康的なイメージを持つミランダ・カーを採用

《参考情報》
競合のペプシコ社も同様のコンセプトで、緑のパッケージ
の「ペプシコーラ トゥルー」という飲料を開発・販売してい
る。(日本未発売)
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. あなたがよく飲む飲み物(酒類を除く)を教えてください(複数選択)

北米・欧州 東南アジア

86%

63%

56%

42%

41%

水

コーヒー

緑茶

紅茶

ジュース

アメリカ

88%

73%

64%

63%

35%

水

緑茶

ジュース

コーヒー

ハーブティ

マレーシア

89%

69%

68%

58%

53%

水

コーヒー

ジュース

その他
(ソーダ類)

緑茶

フィリピン

86%

66%

60%

44%

34%

水

緑茶

コーヒー

ジュース

紅茶

シンガポール

83%

76%

58%

51%

35%

水

緑茶

ジュース

コーヒー

その他
(ソーダ類)

タイ

83%

71%

59%

54%

43%

水

コーヒー

緑茶

ジュース

紅茶

カナダ

89%

63%

57%

57%

46%

水

コーヒー

緑茶

ジュース

紅茶

イギリス

100%

67%

67%

48%

38%

水

緑茶

ジュース

コーヒー

紅茶

フランス

89%

64%

61%

50%

36%

水

ジュース

コーヒー

緑茶

紅茶

ドイツ

85%

72%

61%

46%

40%

水

緑茶

ジュース

コーヒー

紅茶

インドネシア

※回答が多かった上位5項目を掲載

全ての国で最もよく飲まれているのは水。次いで、アジアでは緑茶を飲むと回答した国が
多いが、欧米では緑茶よりコーヒー等の飲料を飲む消費者が多い。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. あなたが知っている緑茶の種類を教えてください(複数選択)

※回答が多かった上位5項目を掲載

43%

38%

26%

9%

6%

抹茶

特になし

煎茶

ほうじ茶

玉露

アメリカ

52%

35%

28%

8%

6%

抹茶

特になし

煎茶

ほうじ茶

玉露

カナダ

45%

39%

27%

5%

3%

特になし

抹茶

煎茶

深蒸し茶

その他

イギリス

89%

37%

14%

7%

4%

抹茶

煎茶

ほうじ茶

玉露

特になし

インドネシア

75%

59%

29%

13%

5%

抹茶

煎茶

ほうじ茶

特になし

番茶

マレーシア

57%

36%

11%

4%

3%

抹茶

特になし

煎茶

ほうじ茶

番茶

フィリピン

68%

46%

41%

14%

7%

抹茶

煎茶

ほうじ茶

特になし

その他

シンガポール

93%

46%

44%

9%

4%

抹茶

ほうじ茶

煎茶

かぶせ茶

深蒸し茶

タイ

48%

43%

29%

10%

5%

抹茶

特になし

煎茶

その他

ほうじ茶

フランス

50%

39%

32%

0%

0%

抹茶

特になし

煎茶

その他

ほうじ茶

ドイツ

北米・欧州 東南アジア

最も知名度が高いのは抹茶。次いで、煎茶、ほうじ茶が知られている。
欧米に比べて、アジア諸国の方が緑茶の種類に対する認知度は高い傾向がある。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. あなたが知っている緑茶に含まれる成分について教えてください(複数選択)

※回答が多かった上位5項目を掲載

65%

25%

13%

10%

8%

カフェイン

ビタミンC

テアニン

カテキン

食物繊維

アメリカ

68%

30%

17%

14%

9%

カフェイン

ビタミンC

テアニン

カテキン

グルタミン酸

カナダ

56%

30%

9%

7%

6%

カフェイン

ビタミンC

カテキン

テアニン

食物繊維

イギリス

48%

19%

14%

14%

0%

カフェイン

テアニン

ビタミンC

食物繊維

カテキン

フランス

68%

18%

18%

7%

4%

カフェイン

テアニン

ビタミンC

カテキン

グルタミン酸

ドイツ

56%

33%

28%

25%

9%

カフェイン

テアニン

カテキン

ビタミンC

グルタミン酸

インドネシア

57%

19%

18%

16%

10%

カフェイン

カテキン

テアニン

ビタミンC

食物繊維

マレーシア

カフェイン 49%

38%

29%

27%

17%

ビタミンC

テアニン

食物繊維

カテキン

フィリピン

59%

17%

15%

14%

7%

カフェイン

カテキン

テアニン

ビタミンC

食物繊維

シンガポール

77%

19%

16%

8%

6%

カフェイン

テアニン

ビタミンC

カテキン

グルタミン酸

タイ

北米・欧州 東南アジア

緑茶に含まれる成分で最も知られているのはカフェイン。一方で、グルタミン酸や食物繊
維が含まれていると知っている人は少数。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. 日本産緑茶を飲んだことはありますか

※無回答を除く

欧米では「日本産緑茶を飲んだことがある」よりも「分からない」と回答する人の割合が多
く、産地が意識されずに、緑茶が飲用されているケースが多いものと伺える。

44%

36%

39%

38%

35%

56%

68%

26%

75%

76%

12%

20%

20%

14%

8%

3%

3%

25%

3%

1%

44%

44%

41%

48%

58%

41%

29%

49%

22%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アメリカ

カナダ

イギリス

フランス

ドイツ

インドネシア

マレーシア

フィリピン

シンガポール

タイ

ある ない 分からない

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. どの位の頻度で日本産緑茶を飲みますか

※無回答を除く

マレーシア、シンガポール、タイの3か国では、週1回以上、日常的に日本産緑茶が飲ま
れている。一方で、フィリピンや欧米諸国では月1回程度が過半数を占めている。

6%

9%

5%

0%

0%

4%

11%

3%

8%

7%

15%

15%

13%

0%

11%

21%

28%

16%

28%

31%

17%

17%

13%

0%

22%

26%

30%

22%

30%

31%

20%

22%

27%

43%

33%

22%

18%

21%

19%

22%

42%

37%

42%

57%

33%

27%

12%

37%

16%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アメリカ

カナダ

イギリス

フランス

ドイツ

インドネシア

マレーシア

フィリピン

シンガポール

タイ

毎日 週2～3回 週1回 月1回 月1回以下

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. どこで日本産緑茶を飲みますか(複数選択)

21%

16%

15%

14%

13%

自宅

日本食チェーン店

喫茶店・コーヒーショップ
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喫茶店・
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30%

30%

12%

日本食チェーン店

職場

自宅

高級日本食レストラン・ホテル

喫茶店・コーヒーショップ

シンガポール

42%

34%

34%

31%

31%

日本食チェーン店

高級日本食レストラン
・ホテル

職場

自宅

喫茶店・
コーヒーショップ

タイ

※回答が多かった上位5項目を掲載

北米・欧州 東南アジア

欧米では緑茶を買って帰り自宅で楽しむ人が多いが、アジアの場合は日本食のチェーン
店で料理と一緒に飲まれているケースが多い。
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. いつもどこで日本産緑茶を購入しますか(複数選択)

23%

12%

9%

5%

4%

スーパーマーケット

お茶専門店

日本土産

ギフト

オンラインショップ

アメリカ

19%

18%

6%

5%

2%

お茶専門店

スーパーマーケット

日本土産

ギフト

オンラインショップ

カナダ

17%

10%

5%

5%

3%

スーパーマーケット

お茶専門店

日本土産

オンラインショップ

ギフト

イギリス

14%

14%

5%

5%

0%

お茶専門店

日本土産

スーパーマーケット

ギフト

オンラインショップ

フランス

25%

11%

4%

4%

4%

スーパーマーケット

お茶専門店

日本土産

ギフト

オンラインショップ

ドイツ

40%

20%

12%

4%

4%

スーパーマーケット

日本土産

お茶専門店

ギフト

オンラインショップ

インドネシア

51%

21%

11%

5%

1%

スーパーマーケット

日本土産

お茶専門店

ギフト

オンラインショップ

マレーシア

15%

8%

8%

7%

1%

スーパーマーケット

日本土産

お茶専門店

ギフト

オンラインショップ

フィリピン

50%

20%

9%

7%

1%

スーパーマーケット

日本土産

お茶専門店

ギフト

オンラインショップ

シンガポール

31%

18%

9%

1%

スーパーマーケット

日本土産

お茶専門店

ギフト

オンラインショップ

タイ

46%

北米・欧州 東南アジア

日本産緑茶の購入場所は、スーパーマーケットと回答する人が各国共通で多かった。欧
米では、茶の専門店の割合も高く、アジアでは訪日時の土産購入のケースも多い。

※回答が多かった上位5項目を掲載

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. 日本産緑茶の飲み方を教えてください(複数選択)

※回答が多かった上位4項目を掲載

34%

6%

4%

1%

何も加えない

甘味料を入れる

ミルクを入れる

フレーバーを加える

アメリカ

32%

5%

3%

1%

何も加えない

ミルクを入れる

甘味料を入れる

フレーバーを加える

カナダ

30%

5%

3%

1%

何も加えない

甘味料を入れる

ミルクを入れる

フレーバーを加える

イギリス

33%

0%

0%

0%

何も加えない

甘味料を入れる

ミルクを入れる

フレーバーを加える

フランス

29%

4%

0%

0%

何も加えない

フレーバーを加える

甘味料を入れる

ミルクを入れる

ドイツ

47%

12%

7%

1%

何も加えない

ミルクを入れる

甘味料を入れる

フレーバーを加える

インドネシア

62%

7%

3%

1%

何も加えない

ミルクを入れる

甘味料を入れる

フレーバーを加える

マレーシア

3%

14%

10%

9%

何も加えない

甘味料を入れる

ミルクを入れる

フレーバーを加える

フィリピン

63%

4%

2%

0%

何も加えない

甘味料を入れる

ミルクを入れる

フレーバーを加える

シンガポール

56%

21%

21%

5%

何も加えない

甘味料を入れる

ミルクを入れる

フレーバーを加える

タイ

北米・欧州 東南アジア

緑茶には「何も加えない」との回答が各国とも最も多かった。自由回答では、お酒を加え
たり、ジャスミン茶に抹茶を加える、との声も多数あった。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. 日本産緑茶を飲む理由があれば教えてください

※回答が多かった上位5項目を掲載

28%

24%

22%

15%

13%

味を楽しむため

健康のため

香りを楽しむため

リラックスのため

リフレッシュのため

アメリカ

21%

19%

13%

13%

6%

味を楽しむため

健康のため

香りを楽しむため

リラックスのため

リフレッシュのため

カナダ

21%

17%

15%

14%

11%

健康のため

味を楽しむため

リフレッシュのため

香りを楽しむため

リラックスのため

イギリス

24%

19%

14%

5%

5%

味を楽しむため

健康のため

リラックスのため

香りを楽しむため

リフレッシュのため

フランス

25%

21%

18%

14%

14%

味を楽しむため

健康のため

香りを楽しむため

リフレッシュのため

水分補給のため

ドイツ

38%

34%

29%

27%

19%

味を楽しむため

健康のため

リラックスのため

香りを楽しむため

リフレッシュのため

インドネシア

42%

39%

30%

23%

22%

健康のため

味を楽しむため

香りを楽しむため

リラックスのため

リフレッシュのため

マレーシア

20%

15%

11%

11%

10%

健康のため

リラックスのため

リフレッシュのため

味を楽しむため

香りを楽しむため

フィリピン

40%

40%

28%

20%

17%

味を楽しむため

健康のため

香りを楽しむため

リラックスのため

リフレッシュのため

シンガポール

52%

35%

33%

28%

24%

味を楽しむため

香りを楽しむため

健康のため

リフレッシュのため

リラックスのため

タイ

北米・欧州 東南アジア

緑茶は味や香りを楽しむ目的以外に、消化を促すことなどからダイエットや健康促進のた
めにも選ばれているケースが多い。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. あなたが知っている日本産緑茶の名前、製造企業を教えてください

• 20代
• ITOEN (12)
• teavana(2)
• Yamamotoyama(2)
• O-i-o-cha(3)

• 30代
• ITOEN(7)
• teavana(2)
• Republic of tea(2)
• Gion Tsujiri(2)

• 40代
• ITOEN(2)
• teavana(2)
• Twinings(2)
• Yamamotoyama

• 50歳以上
• ITOEN(5)
• Tea Source
• Mizuba
• Yamamotoyama

• 20代
• David's Tea(2)
• Starbucks(2)
• kirkland "the vert“
• ITOEN
• Tea shop – Jagasilk
• Tajo
• Yamamoto

• 30代
• -

• 40代
• Yamashiro Uji Maccha

• 50歳以上
• Teavana(2)
• The Way of Tea - Do Matcha
• Japan Green Tea Co., 
• Hibiki and Rishi
• Domo
• Murchies

アメリカ カナダ

※自由記入で回答が多かった順に掲載。()は回答者の数

知っている日本の緑茶ブランドは「伊藤園」との回答が多く見られた。他に、日本の老舗
茶専門店からコーヒーショップの抹茶商品のような幅広い回答があった。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. あなたはどのような状態の日本産緑茶が好きですか

5%

1%

2%

5%

18%

19%

6%

27%

25%

36%

20%

16%

31%

21%

16%

8%

21%

15%

7%

7%

5%

16%

0%

27%

15%

13%

20%

27%

39%

33%

43%

32%

35%

29%

61%

49%

44%

28%

3%

1%

3%

0%

4%

2%

5%

3%

3%

2%

20%

21%

26%

32%

31%

3%

3%

8%

6%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アメリカ

カナダ

イギリス

フランス

ドイツ

インドネシア

マレーシア

フィリピン

シンガポール

タイ

ボトル入り 茶葉 粉末 ティーバッグ その他 なし

※無回答を除く

販売形態のニーズはバラつきがあるものの、ティーバッグ形式を好む回答が比較的多
かった。その他に「伝統的な方法でお茶を淹れてもらいたい」などのコメントがあった。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. 日本産緑茶について、どのようなイメージを思い浮かべますか(複数選択)

※回答が多かった上位5項目を掲載

72%

49%

45%

32%

28%

健康的

味が良い

香りが良い

色が良い

文化的に興味深い

アメリカ

77%

52%

50%

37%

37%

健康的

味が良い

香りが良い

文化的に興味深い

オーガニック

カナダ

77%

41%

38%

34%

27%

健康的

味が良い

文化的に興味深い

香りが良い

色が良い

イギリス

71%

48%

48%

48%

38%

健康的

文化的に興味深い

香りが良い

値段が高い

味が良い

フランス

75%

66%

53%

36%

36%

健康的

味が良い

香りが良い

オーガニック

色が良い

インドネシア

82%

66%

55%

35%

33%

健康的

味が良い

香りが良い

色が良い

オーガニック

マレーシア

86%

66%

62%

56%

55%

健康的

オーガニック

味が良い

香りが良い

安全

フィリピン

78%

63%

50%

32%

25%

健康的

味が良い

香りが良い

色が良い

オーガニック

シンガポール

72%

71%

56%

40%

31%

味が良い

健康的

香りが良い

オーガニック

色が良い

タイ

68%

46%

39%

32%

18%

健康的

味が良い

香りが良い

文化的に興味深い

値段が高い

ドイツ

北米・欧州 東南アジア

消費者は日本産緑茶に対して「健康的」なイメージを持っている。また味や香りの良さ等
も評価されており、ネガティブ(不味い、不健康等)なイメージを持つ消費者はごく少数。

協議会調査抜粋
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茶の消費動向に関する消費者アンケート調査の国別結果

Q. 他国で作られた緑茶と比べて、日本産を購入しても良いと思う価格を教えてください

37%

45%

37%

67%

46%

53%

49%

36%

52%

52%

11%

10%

12%

0%

8%

7%

17%

7%

7%

23%

1%

2%

0%

4%

2%

2%

1% 1%

3%

52%

42%

50%

33%

46%

36%

31%

55%

38%

23%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アメリカ

カナダ

イギリス

フランス

ドイツ

インドネシア

マレーシア

フィリピン

シンガポール

タイ

1.5倍 2倍 3倍 5倍 5倍以上 同じ価格未満なら買う

1%

※無回答を除く

消費者が日本産緑茶を購入しても良いと考える価格帯は、概ね他国産の商品の1.5倍
までが目安。

協議会調査抜粋
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合計で164人のアクセンチュア社社員を対象に、煎茶・深蒸し茶の試飲を実施。米国
ニューヨーク市での参加者が一番多く、その次はシンガポール。

日本産緑茶の試飲調査の国別結果

• シンガポール、米国のサンフランシスコ市、ニューヨーク市のアクセンチュアオフィスで日本産緑茶の試飲を実施

• 試飲会に参加者は主にアクセンチュア社員(※海外オフィス社員は、各国において中流以上の所得層に該当)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

シンガポール 米国・サンフランシスコ市
(米国西部)

米国・ニューヨーク市
(米国東部)

日本産緑茶の試飲人数(人)

57

34

73
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試飲会では、概ね9割以上の参加者が「日本産緑茶が好き」と回答しており、どちらかと
言うと煎茶の人気が高い。また、シンガポールでは、深蒸し茶と煎茶で好みが分かれたこ
とから、緑茶の味の違いを理解する層が多いと考えられる。

日本産緑茶の試飲調査の国別結果

試飲した緑茶に対する評価

26%
15% 12%

33%

21%
15%

37%

56%

59%

4%
9% 14%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

深蒸し茶のみが好き 煎茶のみが好き 両方とも好き どちらも好きでない

シンガポール 米国・サンフランシスコ市
(米国西部)

米国・ニューヨーク市
(米国東部)
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37©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

いずれかの緑茶又は両方の緑茶を好きと回答した消費者の理由は、3地域ともに「香り」
「爽やかさ」「健康性」の回答が多かった。

日本産緑茶の試飲調査の国別結果

日本緑茶が好きな理由の割合(複数選択)

40%

18%
31%

47%

24%
11%

56%
45%

11%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

シンガポール

2位 1位 3位

35%

13%
23%

58%

16% 6%

52% 58%

3%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

米国・サンフランシスコ市
(米国西部)

1位1位 2位

57%

21% 17%

67%

22%
13%

60% 57%

0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

米国・ニューヨーク市
(米国東部)

1位 2位 3位3位
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一方で、「どちらも好きではない」と回答した人にその理由を聞いたところ、「苦味や渋み」
と回答した人が多かった。

日本産緑茶の試飲調査の国別結果

日本緑茶が嫌いな理由の割合(複数選択)

100%

0%

100%

0%
50%

0% 0% 0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

シンガポール

100%

0% 33% 0% 0% 0% 33% 0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

米国・サンフランシスコ市
(米国西部)

100%

20%

80%
60%

40%
0% 10% 0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

米国・ニューヨーク市
(米国東部)
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緑茶購入時の基準としては、品質が最優先であり、価格・健康効果・味がそれに続く。

米国における追加アンケート結果_緑茶購入時の基準

出所：Webアンケート

n=174

2.30%

0.00%

1.15%

19.54%

18.97%

37.93%

20.69%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

その他

A specific brand

Origin

Health benefits

Taste

Quality

Price
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日本産緑茶に関しては、健康効果を含む品質を評価する割合が高く、香りやリフレッシュ
効果も好まれている。

米国における追加アンケート結果_日本産緑茶の評価

出所：Webアンケート

n=180

10.56%

5.00%

59.44%

41.67%

12.78%

26.67%

51.67%

14.44%

15.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

Aftertaste

Quality 
(Good Health Benefits)

Refreshing effects

Texture

Color

Flavor

Taste (sweetness)

Taste (bitterness)
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緑茶を好まない理由としては、「味(主に苦味)」・「後味」を好まないとする回答割合が高
い。

米国における追加アンケート結果_緑茶を好まない理由

出所：Webアンケート

n=180

28.89%

4.44%

7.78%

18.33%

18.33%

3.89%

41.11%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

Aftertaste

Texture

Color

Flavor (fishiness)

Flavor (grassiness)

Taste (sweetness)

Taste (bitterness/sweetness)
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緑茶に関するメニュー・商品単価の目安としては、5$以内と回答する層が大半であり、
3$以内の安価な価格帯を期待する割合も高い。

米国における追加アンケート結果_緑茶購入時の単価目安

出所：Webアンケート

n=182

0.00%

0.55%

3.30%

45.60%

50.55%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

Other (please specify)

$7 or higher

$5 - $7

$3 - $5

$1 - $3
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その他定性情報(アンケート自由回答等)

• 日本産緑茶の中でも、抹茶がよりヘルシーな商品であるとの認識が浸透している

 緑茶のピュアな形であり、カテキンを含む健康成分が高濃度で含まれているとの
認識が持たれている

• 現地での試飲調査においては、アジア系を中心に日本産緑茶の香り・苦味を高く評
価し、日本産緑茶を好む層が多い一方、現地白人系に関しては、緑茶の「苦味」を
苦手としており、試飲への協力を見送った消費者も存在

 アメリカ人全体として見ると、総じて「苦味」を苦手としており、純粋な緑茶より
も、抹茶ラテのような商品を好む層が多いとの意見

• 従来、コーヒーを飲用していたが、健康効果を重視して緑茶に切り替えたとする意見
も複数
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ミレニアル世代を中心に各店舗は集客を集めている。抹茶の人気が高いが、特に、砂
糖・ミルクの入った抹茶ラテがより好まれるとの意見もあり。

現地視察・事業者ヒアリング結果_カフェ(1/2)

出所：現地調査

メニュー・価格帯 主な顧客層 全体的な緑茶ニーズ・利用シーン

カフェA
(LA)

• 有機抹茶：6-8$

• アイスクリーム(京都スタイル)

• 17歳-35歳の現地大学生～
社会人が中心

• Little Tokyoという立地特性もあり、日本産抹茶の味の良さ・健
康効果を高く評価する消費者が多い

• 緑茶に関して、健康効果と有機を中心にプロモーションしているが、
顧客は主に味を重視してメニューを選択している傾向が強い

カフェB
(LA)

• Green Tea Terere：5$

• Ceremonial 抹茶：7$

• Georgia Peach Sweet 
Tea：5$

• Okinawan Life Tea：5$

• 20歳-30歳の現地系住民

• 女性：65%、男性：35%

• 全体的には砂糖・ミルクの入ったメニュー(例：抹茶ラテ)が好まれる

• 味が最も優先される基準だが、Instagram等SNS文化が浸透し
ており、見た目・体験といった要素も重要

 LAは生活の質(癒し)・エンターテイメント性を重視する消
費者も多い特徴がある

• 多様な緑茶を揃え、茶の原産地等を含めて消費者に教育すること
を重視している

カフェC
(LA)

• LongJing(中国産緑茶)

• 煎茶(日本産/台湾産)

• 6.75$/cup程度

• 30歳以上の社会人中心

• 大学生が勉強の場として使用
するケースも多い

• 消費者の優先基準は、品質・味・価格の順

• 多くの消費者は学歴が高く、他国の文化に関する知見も深く、産
地による緑茶の違いの理解も進んでいる

 日本産緑茶の自然な甘さ・健康効果が浸透している一
方、台湾産緑茶もバランスのよい緑茶と認識されている

 中国産緑茶はカフェイン含有量が多いとの認識
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健康志向の高いミレニアル世代が日本産緑茶の有望ターゲットであるとの意見は共通し
ており、抹茶が有望メニュー。なお、健康目的の飲料として、フレッシュジュースを競合品と
して挙げる事業者も存在。

現地視察・事業者ヒアリング結果_カフェ(1/2)

出所：現地調査

カフェA
(LA)

カフェB
(LA)

カフェC
(LA)

ミレニアル世代に関する日本産緑茶の市場性

• 店舗の顧客層はミレニアル世代が中心であり、潜在市場も大きいとの認識

 健康志向が高く、訪日経験があり、日本文化に精通している消費者も多い

 ロサンゼルスは食品の品質を追求する消費者が多い点も、日本産緑茶・抹
茶の需要を後押しする

• 健康志向が高く、抹茶に含まれるカフェインを好む層も多いため、ミレニアル世代は緑茶
のターゲットとして有望

 有機であることもミレニアル世代にとって有効な訴求要素

• ただし、健康志向層はフレッシュジュースを求める層も存在するため、健康効果よりは、
味・品質を優先して訴求すべき

• ミレニアル世代をターゲットとすることは有望だが、アメリカ人全体で見ると、苦味を好ま
ず、甘い味を好む層が多い点に留意する必要がある
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日本産緑茶以外では、中国産緑茶(Dragonwell等)を扱う事業者も複数。緑茶の品
質に拘りを持つオーナーが、産地(台湾等)に出向いて直接調達するケースも存在。

現地視察・事業者ヒアリング結果_カフェ(2/2)

メニュー・価格帯 主な顧客層 全体的な緑茶ニーズ・利用シーン

カフェD
(Seattle)

• 日本産抹茶・玉露：4$

• 中国産緑茶：3-4$

 Super Phoenix

 Modest Mao

 Dragonwell

• 20歳-40歳の社会人層

• Wifi環境を整備しており、社会人が緑茶を飲用しながら、仕事を
行う用途が一般的

• 香り・品質・価格・健康効果を重視する消費者多いが、特に、香り
が重要な要素

• 抹茶の人気が最も高く、玉露に関しても高品質緑茶としての認知
を得ている

カフェE
(LA)

• 日本産茎茶・玄米茶・ほうじ茶

• 中国産緑茶

 House Green

 Jasmin Green

 Dragonwell

• 30歳-50歳の社会人層

• ミレニアル世代は約20%

• オーナーが産地を訪問し、農場から直接調達

• 味が消費者が最も重視する条件だが、健康効果を重視する層も
多い

カフェF
(San Francisco)

• 3.25-5$/cupの
価格帯が人気

• 現地系社会人が中心

 他都市(Berkeley)
の店舗は大学生が
中心

• 高品質・手作りで新鮮な茶を提供することに拘っている

• 消費者は健康効果・品質・味・価格を重視する傾向がある

• 競合店と比較して高価格だが、扱っている茶の品質・味を評価する
顧客のニーズを掴んでいる

• 有機/特徴的な生産技術を有する産地から直接調達

 中国・台湾・インド・日本の産地から調達している

出所：現地調査
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健康志向の高いミレニアル世代が日本産緑茶の有望ターゲットであるとの意見は共通し
ており、抹茶に関してはクッキー・カップケーキでの利用ニーズも示唆された。

現地視察・事業者ヒアリング結果_カフェ(2/2)

出所：現地調査

カフェD
(Seattle)

カフェE
(LA)

カフェF
(San Francisco)

ミレニアル世代に関する日本産緑茶の市場性

• 既にミレニアル世代が主たる顧客層であり、今後も有望ターゲットと想定

• 健康志向が高く、安らぎを求める層が多いため、ミレニアル世代は有望ターゲット

 茶への支出を惜しまない消費者も増加傾向

• 抹茶に関しては、抹茶ラテ以外にも、クッキー・カップケーキでの利用ニーズもある

• 緑茶に関しては、抹茶を含めて多様なニーズがあり、砂糖/ミルクの有無に関しても双方
のニーズがある
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日本食レストランを中心に、緑茶ティーバッグ(日本産/現地産)を用いて緑茶を提供して
いる(主に有料)。有機宇治抹茶を提供する店舗も存在。

現地視察・事業者ヒアリング結果_レストラン

出所：現地調査

主なメニュー 緑茶提供状況

レストランA • ラーメン

• 冷/温双方の緑茶を有料提
供

• 山本山(現地産)のティーバッ
グを使用

レストランB
• まぐろの刺身

• 焼き魚(ブリ頬)

• 伊藤園・やままのティーバッグを
使用(日本産/現地産)して、
無料提供

レストランE
• 鶏のから揚げ

• 揚出し豆腐

• 伊藤園の緑茶ボトルを使用し
て無料提供

• 中国産緑茶も提供

レストランD
• オムレツ

• Ahi Scoops

• 有機宇治抹茶(一番茶)：
5.25$を提供

• 抹茶ラテ：5.5$も提供

レストランC
• 寿司盛り

• 生春巻き

• 冷たいHoney Green Teaボ
トル(現地産)を有料提供

提供理由・消費者の反応

• 顧客は温かい緑茶のニーズが高い

 温緑茶：冷緑茶=4：1の割合

• アルコールを飲まない層にとって緑茶ニーズは高い

• 日本食レストランであるため、日本産緑茶の提供にこだ
わっている

• 食事と合わせた緑茶の飲用が好まれる

• 抹茶の健康効果が広く知られており、人気

• 日本産のブランドも浸透しており、日本産抹茶を提供

• 緑茶のニーズは高い

日
本
食

ア
ジ
ア
風
多
国
籍
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ティーバッグ・抹茶パウダーを中心に日本産緑茶商品の取扱いが見られ、ミレニアル世代
の有望性に関する認識も概ね共通。

現地視察・事業者ヒアリング結果_小売

出所：現地調査

主な緑茶商品 主な顧客層 緑茶ニーズ・ミレニアル世代に関する市場性

日系小売店A
(Seattle)

• 茶葉・ティーバッグ・ペットボト
ル・抹茶パウダー

• 伊藤園・山本山・やまま・前田
園の日本産品が中心

• 在米日本人が中心

• 10歳-60歳代

• 緑茶の飲用経験の少ない層はまずは低価格品を購入するパターン
が多いが、飲用経験の豊富な層は、品質を重視して高価格品(抹
茶パウダー)を選択する傾向が強い

• 日本産緑茶の健康効果はミレニアル世代に広く認知されている

• 競合品を挙げると、Honey Crystal Ginger Tea

日系小売店B
(Seattle)

• 茶葉・ティーバッグ・抹茶パウ
ダー

• 山本山の日本産品が中心

• 20歳-60歳代

• 2-6$の商品が好まれる

• 品質・ブランド・価格・製品種類が主な選定基準

• ミレニアル世代はターゲット層として有望

日系小売店C
(LA)

• 水出し緑茶ティーバッグ

• 抹茶パウダー

 前田園(日本産)

 SAプレミアム(現地産)

• 店舗全体の顧客層が40歳
以上中心であり、緑茶の購入
層も同様

• 基本的には価格を重視する消費者が多いが、味を重視する層もお
り、彼らが緑茶をリピートする場合、品質を重視してより高価格商
品を購入する傾向が強い

• 店舗の立地上、顧客層の年齢層が高いため、30歳以上を緑茶に
関しても主たるターゲットとしている

 ミレニアル世代同様、健康効果を理解している上、苦味に
慣れているケースも多い
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